
数学科学習指導案

日 時：平成２４年１０月３１日（水) ５校時
指導学級：２年２組

標準・発展コース(男子10名 女子 8名 計18名)
基礎・基本コース(男子 4名 女子 7名 計11名)

指導場所：学習室２Ｂ （標準・発展コース)
学習室１Ｂ （基礎・基本コース)

指 導 者：教諭 板垣 光浩 （標準・発展コース)
教諭 小路 浩正 (基礎・基本コース)

１ 単元名 平行と合同

２ 単元の目標

観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質
や三角形の合同条件を基にしてそれらを確かめることができる。

３ 指導にあたって

（１）単元観
私たちの身の周りを見渡すと，文庫本やＣＤ，壁のタイルや畳など，合同な図形を見つけ

出すことは容易にできる。このように社会生活とのつながりの意味で合同な図形について考
える能力や態度を養うことは重要であると考える。また，論理的に考える力を身に付けるた
めに大切な単元である。

これまでの学習を振り返ると，小学校では図形や空間について，具体的な操作を通して基

礎的・基本的なことがらを中心に平行や垂直などを知り，平面図形や立体図形の構成要素や

位置関係について理解を深めている。中学校第１学年では，対称性や基本的な作図を通して

平面図形の見方を養い，平面図形の移動（平行移動，対称移動及び回転移動）や空間図形の

平面での構成を通して空間図形の見方を養うことで論理的な考察の基礎を培ってきた。

そして, 第２学年の本単元からは論証によってそれらの間を関係づけて，局所的ではある

が，図形の性質について, 論理的に考える学習が行われる。今までは具体物による操作的な

活動や直観的な考察を中心としてきたが，ここからは，帰納や類推の考え方を大切にして，

演繹的な推論の手法を取り入れ，図形の性質が「どんな場合でも成り立つ」ことを明らかに

していく。

平面図形の性質を基に, 根拠を明らかにしながら筋道をたてて説明する表現力や論理的な

思考力を育てるための重要な単元である。

（２）生徒観

-２年 数１-






























